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問 	 アフターコロナにおける観光施策について市の考
えは。

答  地域資源の発掘や価値を高めながら、新たなニー
ズや旅のスタイルに対応した観光施策を行うこと
が重要と考える。引き続き、外国人旅行者のニー
ズも把握し、受入環境整備や情報発信に努め、減
少した観光消費の回復を図っていきたい。

問 	 国内外の観光客から選ばれる観光地となるために
は、広域的な連携が重要と考えるが、本市の観光
広域連携の取り組みは。

答  事業目的やターゲットに応じ、愛知・名古屋観光
誘客協議会などさまざまな観光広域連携事業に参
画している。多様化するニーズに応え旅先として
選ばれるために、各地の地域資源をつなぎ、エリ
アとしての魅力をさらに高めることが重要であ
り、今後も目的に応じて観光広域連携に積極的に
参画していきたい。

問 	 アフターコロナにおける今後の具体的な展開につ
いて市の考えは。

答  本市には、農業体験など校外学習に適した滞在型
コンテンツが数多くあるため、ラーケーションな
ど新たなニーズを取り逃がすことがないように対
応し、同様に滞在型コンテンツを売り出している
近隣自治体と連携しＰＲをしていきたい。インバ
ウンドについては、Ｗｉ－Ｆｉや外国人観光案内
所など受入環境整備を引き続き進めていく。

問 	 本年5月に設立された「一般社団法人ほの国東三
河観光ビューロー」とどのように関わっていくの
か。

答  東三河観光の魅力向上やマーケティング分析に基
づく的確なターゲット設定など、専門的知見の活
用に期待している。そのため、同法人が行う事業
に積極的に参画するとともに、会員間連携を一層
強化し、滞在時間延伸と観光消費拡大を図ってい
く。
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※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。
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